
84%

15%

1% 0%

⑦相手のよい面を認め，

思いやりの心を持つ

78%

19%

1% 2%

⑥学校に行くことが楽し

い

72%

23%

4%

1%

⑤総合的な学習で，す

すんで課題に取り組み

発表すること

72%

23%

4%1%

④普段の日に，予習や復

習など自主的に家庭学習

に取り組むこと

79%

19%

1% 1%

③学校で基礎的・基本的

な学習が定着できること

69%

27%

4% 0%

②自分の考えなどを工夫

して発表すること

85%

14%

1%0%

①課題の解決に向けて，

自分で考え，取り組むこ

と

【生徒アンケートより】

生徒からの学校評価アンケートの結果は、本校の学校教育目標『豊かな心と知性をそなえ、自らの未来を創造し、たくましく生きる生
徒の育成』の具現化に向けての重要な手掛かりになると位置付けての意図的な設問を設定し、ここ数年は同じ設問による経年変化を正確
に把握することに重点を置いている。学校教育目標冒頭の『豊かな知性』を育むための活動に関する①～⑤について昨年と比べると『よ
くできている』『大体できている』を合わせた(＋)の回答はほぼ同じ位の数値ではあるが、内訳として『よくできている』の比率が圧倒
的に高くなったのが特徴的な変化である。数年前のコロナ禍から徐々に日常を取り戻す中で、数々の学校行事や、様々な教育活動、また
部活動の対外試合等の自粛や制限から解放され、ようやく学校本来の学びの楽しさや意義、やりがいといった点をあらためて噛みしめる
ことが出来た事が大きく影響した結果ではないかと考える。 次に、現在生徒たちにとって学校は『豊かな心』を育むために適した場で
あるかという⑥～⑫について、各項目の結果グラフからも見て取れるように、⑥学校に行くことが楽しい、⑦相手の良い面を認める、⑧
いじめは絶対に許さない、⑨困った人を助ける、⑩自分には良いところがある...等々においても前述内容と同様に(＋)の回答が多い中でも
『よくできている』の比率が極めて高い。これは、前述の充実した学びにをベースに様々な教育活動を通じた他者との関わりからの自己
存在感や共感的人間関係が生徒たちの豊かな学びや生きる力を育むためには不可欠であると考える。
最後に、『たくましく生きる』ために必要な自律する力についての指標としての⑬～⑲を見ても、ここまでとほぼ同様の高い(＋)傾向

が見て取れます。以上の結果を踏まえて引き続き後期に向け、地域・家庭・学校が手を携え、何事にも失敗を恐れない、将来への夢や希
望、健康な体づくり、基本的な生活習慣の確立といった『生きる力』、つまり自ら学び、考え、可能性を発揮し、よりよい社会の担い手
となるべく、たくましい力の育成を見据えた教育活動の実践に尽力したいと考える。

87%

12%

1% 0%

⑧いじめはどんな理由が

あってもいけない

88%

11%

0% 1%

⑨人が困っているとき進

んで助けること

79%

17%

3% 1%

⑩自分には良いところが

ある

85%

14%

1% 0%

⑪進んで挨拶をするこ

と

80%

18%

2% 0%

⑫学校の決まりやルール

を守ること

78%

20%

1% 1%

⑬なにごとにも失敗を恐

れず挑戦すること

80%

16%

4% 0%

⑭将来の夢や目標をもつ

こと

85%

12%

2%
1%

⑮健康な体づくりやス

ポーツに取り組むこと

88%

9%

2%
1%

⑯基本的な生活習慣(早

寝・早起き・朝ごはん)を

身につけること

81%

16%

2%1%

⑰ゲームや携帯電話・ス

マホなどの使用時間を適

切にコントロールするこ

と

87%

12%

1% 0%

⑱翌日に疲れを残さない

睡眠時間を確保すること

66%

26%

6%

2%

⑲地域の行事や社会の

活動などに取り組むこ

と

令和５年度  

京都市立九条中学校

前期学校評価【 生 徒 】

アンケート 集計結果(単位 %) ※グラフは 『実現度』 を記載しています。

令和５年度前期学校評価を実施しました。保護者の皆様にはアンケートの

ご協力をいただき，誠にありがとうございました。ご一読いただき，今後とも

本校教育にご理解とご協力いただきますよう，お願いいたします。なお，本

校の「学校目標・学校経営方針」に視点を置いて報告いたします。

前期学校評価を報告します

令和５年９月２９日

京都市立九条中学校

校長 川  島  浩  明
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